
大学を取り巻く環境は大きく変化しています。学生の多様化、デジタル技術の進展、社会との関係性の再構築
──こうした時代に求められるのは、教職員一人ひとりの柔軟な視点と、実践につなげる力です。
大阪∞（むげん）GAKUは、大学の実践例や課題等に触れながら、教職員がともに学び合い、

つながる“学びの場”を提供します。明日の教育をともに育む時間を、ぜひご一緒に。

さまざまな背景・事情・特性をもつ学生が大学で学んでいます。多様な学生たちに教職員はど
のように接し、どのような支援を行えばよいのか、「多様な学生に向き合う教育」をテーマとした
FD活動の例をご紹介します。具体的には、外国人留学生の受け入れの現状と課題を取り上
げます。本研修が多様性への理解を深め、これからの教育を考える機会となれば幸いです。

大阪府内地域連携プラットフォームとは
https://www.consortium-osaka.gr.jp/platform/

大阪地域の高等教育や地域社会の一層の活性化を図りながら、地域の発展に貢献することを目的とした大阪府、
大阪市、大阪商工会議所、大学コンソーシアム大阪の産官学による地域連携プラットフォーム。2018年９月に発足
以降、大阪・関西における社会課題や地域課題の解決に向けて様々な活動を展開しています。

2025（令和７）年度   大阪府内地域連携プラットフォーム  大学教職員研修

∞大阪 GAKU
むげん

― 未来に向けて、共に学び、つながる。大学教職員の「学びの場」 ―

第1回 14:00~15:00
7 23 水

「多様な学生に向き合う教育」への取り組み
―外国人留学生の受け入れの現状と課題を中心に―

専門は日本近代文学博士（文学）。これまで学部教務主
任としてカリキュラムや初年次教育の検討などに加わり、
教学IRにも携わる。2024年度よりFD委員長を務め、「多様
な学生に向き合う教育」をテーマにFD研修会を企画する
など、FD活動の充実を図る。

講師

荒井 真理亜氏
相愛大学
人文学部 教授  

あらい　  ま り あ

オンライン

本研修は、教学IR担当者はもとより教学IRに関心がある方を対象として、以下の2部
構成とします。第1部では、大学マーケティングにIRデータを活用する実践例を紹介し
ます。第2部では数名ずつの班に分かれ、情報交換を行うほか、優れた取組や課題な
どを共有するためのグループワークを行います。研修を通じて、自大学のIRについて
見直す機会としたいと考えています。

第2回 14:00~15:30
8 28 木

教学IRを大学マーケティングに活かす
考え方と、大学間情報共有

専門は教育心理学、大学マーケティング、キャリア
教育。近年は、改組が定員充足率に及ぼす影響に
ついて量的研究を行っている。修士（教育心理
学）、修士（大学アドミニストレーション）、博士（教
育心理学）。国家資格キャリアコンサルタント取得。

専門は情報科学。大学におけるデータサイエンス
教育に携わりつつ、近年は、学生とともにまちづくり
に資するIoTデバイスの開発と検証を行っている。

教職員の仕事は、学生や保護者、職場内の同僚たちなどへの対応において、どのようなとき
も自身の感情を統制して関わる必要がある「感情労働」といえます。そのため、たえず自己の
印象管理に注意する必要があり、相当なエネルギーを要したり、相手から感情をぶつけられ
るなどの体験によってストレスを感じ、バーンアウトに陥ることもあります。自身の心の健康を守
るため、実践しやすいストレス対処方法や、相手の話を丁寧に聴き、自分の意見をうまく伝え
るためのコミュニケーション方法などについて解説します。

第3回 14:00~15:00
9 12 金

大学教職員のストレスとメンタルヘルス
～バーンアウトに陥らないために、
　　自分と相手を労るコミュニケーション技法～

大阪大学大学院人間科学研究科博士後期課程修了。博
士（人間科学）。公認心理師、精神保健福祉士、社会福祉
士の国家資格も持つ。現代社会におけるストレスとこころ
の健康に関する研究や、他者とのコミュニケーションに関
する研究、また女性が社会で活躍していくためにどのよう
な心理的サポートが必要であるか、などを研究している。
八尾市男女共同参画審議会副会長も務めている。

講師

武藤 麻美氏
阪南大学
国際学部 教授

むとう　  ま  み

安田　傑氏
大阪大谷大学 人間社会学部 教授

やすだ　   まさる

中村 雅司氏
大阪大谷大学 副学長・人間社会学部 教授

なかむら  まさし

講師

対面

対面

受講
無料



大阪府内地域連携プラットフォーム事務局
（NPO法人 大学コンソーシアム大阪 事務局 プラットフォーム担当）
●電　話  06-6344-9560
●メール  osaka-pf★conso-osaka.jp （★を@に変えてください）

対　象 各テーマに関心のある大学教職員の方

会　場 ● 第1回  オンライン（ZOOM）
● 第2回  キャンパスポート大阪
大阪市北区梅田1-2-2-400　大阪駅前第2ビル4階
アクセス  https://www.consortium-osaka.gr.jp/access

● 第3回  阪南大学あべのハルカスキャンパス
大阪市阿倍野区阿倍野筋1丁目1-43　あべのハルカス23階
アクセス  https://www.hannan-u.ac.jp/harukasu/mrrf43000000vwgw.html

問い合わせ先

注意事項 ■ 第1回はオンライン研修です。インターネットに接続可能なパソコン、スマートフォン、タブレッ
ト端末をご用意のうえ、ご参加ください。

■ 本研修の受講は、事前にお申し込みされた受講者のみ可能です。
■ 研修ごとに申込締切が異なりますのでご注意ください。
■ 受講者による写真や動画、音声の記録は禁止とさせていただきます。
■ お申し込みいただいた個人情報は、適切な方法で管理し、今回の研修に使用する以外の目的
での使用並びに第三者への提供及び開示は行いません。

受講案内
■ 開講日の1週間前を目途に、大阪府内地域連携プラットフォーム事務局より
　 受講に関するご案内メールをお送りします。

申込締切 1.　必要事項をご入力のうえ、［送信］ボタンを押下してください。
2.　Googleフォームより受付メールが自動送信されます。
3.　これをもって、お申込み完了となります。

「多様な学生に向き合う教育」への取り組み
―外国人留学生の受け入れの現状と課題を中心に―

7/23
開催

7/16（水）まで

教学IRを大学マーケティングに活かす
考え方と、大学間情報共有

8/28
開催

8/21（木）まで

大学教職員のストレスとメンタルヘルス
～バーンアウトに陥らないために、
　自分と相手を労るコミュニケーション技法～

9/12
開催

9/5（金）まで

申込方法
下記URL または 右のQRコードにアクセスのうえお申込みください。
https://forms.gle/2SzMzEmo6ncGXUvF9

プログラム詳細 各プログラムの詳細は
下記URL または 右のQRコードにアクセスのうえ、ご確認ください。
https://www.consortium-osaka.gr.jp/platform?tab=fd


